
目的：SUMSグランド・ラウンドは、研究者による研究成果発表及び当該分野
における最新の研究動向について発表する場として活用し、研究者間で
情報共有及び相互理解を深め、新たな研究領域の展開に繋げるとともに、
人材育成に資することを目的として実施する。

発表①：動物生命科学研究センター 大学院生 Khanui Lkhagvadorj
「Toward a Mechanistic Understanding of Primate Placentation」
発表②：産科学婦人科学講座（母子） 大学院生 大西 拓人
「霊長類胚に適用可能な連続免疫染色系の開発の試み」

発表①：手術部 助教 井上 基
「人工心肺中、麻酔薬の血中濃度はどう変化するのか？
―レミマゾラムを用いた臨床研究―」

発表②：立命館大学 薬学部 准教授／
滋賀医科大学 客員准教授 上島 智

「血液中の麻酔薬を測る―レミマゾラムの濃度測定と薬物動態解析―」

第８回開催予定：１２月２２日（火）17：00～18：00
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